
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１０ 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅱ ２ ２年次 
Amity 2 Logic and 

Expression 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

一年生から続く論理・表現Ⅱの授業では、一年生で学習したことをさらに深めていき、今後必要となる実際

の英語使用場面を想定したやり取りや表現を、話すことや書くことを通して学んでいく科目です。 

文法事項や単語を覚えるだけではなく、クラスメートとのペアワークやグループワークなどの活動を通し

て、自らの考えを整理して英語で簡潔にわかりやすく伝える力を身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

話すこと 
（やり取り） 

話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

日常的に必要な事柄に

ついて、決まった表現

や形式を用いて尋ねた

り、答えたりするなど、

やり取りすることがで

きる。 

前もって準備した上

で、基本的な語や表現

を使って、身近なこと

について簡単に説明す

ることができる。 

基本的な語や表現を用

いて、身近なことにつ

いて、簡単な文を書く

ことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各レッスンで学習する文法事項や、日常

的な話題や身の回りの場面に関する表

現を理解し、円滑に言語活動を行う中で

理解したり，技能を習得したりしてい

る。  

知識及び技能を活用して、各レッスンで

学習する課題を解決するために必要な

思考力，判断力，表現力等を身に付けて

いる。 

各レッスンで身に付けた学習内容をも

とに、自分の考えや気持ちなどを伝え合

うために、主体的、自律的に外国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 
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学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

私の部活動 

＆ 

スポーツを

楽しもう 

 

 

 

 

 

 

話すこと 

[発表] 

a: <知識>現在形・過去形を理解している。 

 ＜技能＞現在時制を使った文の理解を基に，現在の部活動や興味・

関心があることについて発表する技能を身につけている。 

b: 現在の部活動や興味・関心があることについて，自分の考えを聞

き手にわかりやすく伝えている。 

c: 現在の部活動や興味・関心があることについて，自分の考えを聞き

手に積極的に伝えようとしている。 

授業観察 

発話評価 

課題提出 

 

話すこと 

[やりとり] 

a: <知識>現在形・過去形を理解している。 

  <技能>現在時制を使った文の理解を基に，現在の部活動や興味・

関心があることについて伝え合う技能を身に付けている。 

b: 現在の部活動や興味・関心があることについて話して伝え合って

いる。 

c: 現在の部活動や興味・関心があることについて理解を深め、聞き手

に配慮しながら、主体的に伝え合おうとしている。 

授業観察 

発話評価 

 

書くこと 

a: <知識>現在形・過去形を理解している。 

  <技能>教科書や辞書を参考にしながら、自己紹介や興味のある歴

史上の人物に関する情報や質問などを書いて伝える技能を身に付

けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じて現在の部活動や興味・関心がある

ことについて情報や質問などを書いて伝えている。 

c: 現在の部活動や興味・関心があることについて，理解を深め、読み

手に配慮しながら、主体的に書こうとしている。 

定期考査 

中間考査 

興味がある

のは 

＆ 

星空を眺め

て 

 

 

話すこと 

[発表] 

a: <知識>進行形・未来表現を理解している。 

 ＜技能＞進行形・未来表現を使った文の理解を基に，自分が行って

いることについてやり取りする技能を身につけている。 

b: 今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これからの

予定に関する情報や質問などを話して伝えている。 

c: 今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これからの

予定に関することついて理解を深め、聞き手に配慮しながら、主体

的に話そうとしている。 

授業観察 

発話評価 

課題提出 

 

話すこと 

[やりとり] 

a: <知識>進行形・未来表現を理解している。 

  <技能>今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これ

からの予定に関することに関する情報や質問などを伝え合う技能

を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じて今行っていることや過去のある時

点にしていたこと、これからの予定に関することに関する情報や

質問などを話して伝え合っている。 

c: 今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これからの

予定に関する表現について理解を深め、聞き手に配慮しながら、主

体的に伝え合おうとしている。 

授業観察 

発話評価 

 

書くこと 

a: <知識>進行形・未来表現を理解している。 

  <技能>今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これ

からの予定にに関する情報や質問などを書いて伝える技能を身に

付けている。 

b: 今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これからの

予定に関する情報や質問などを書いて伝えている。 

c: 今行っていることや過去のある時点にしていたこと、これからの

予定に関することについて理解を深め、読み手に配慮しながら、主

体的に書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

期末考査  

２ 

楽しみなイ

ベント 

暑すぎる夏

に 

話すこと 

[発表] 

a: <知識>現在完了形を理解している。 

 ＜技能＞これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読ん

だりしたこと、継続してきた習慣に関する情報や質問などを話し

て伝える技能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じてこれまでに聞いたことがあること

について，聞いたり読んだりしたこと、継続してきた習慣に関する

情報や質問などを話して伝えている。 

授業観察 

発話評価 

課題提出 
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c: これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読んだりし

たこと、継続してきた習慣に用いる表現について理解を深め、聞き

手に配慮しながら、主体的に話そうとしている。 

話すこと 

[やりとり] 

a: <知識>現在完了形を理解している。 

  <技能>これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読ん

だりしたこと、継続してきた習慣に関する情報や質問などを伝え

合う技能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じてこれまでに聞いたことがあること

について，聞いたり読んだりしたこと、継続してきた習慣に関する

情報や質問などを話して伝え合っている。 

c: これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読んだりし

たこと、継続してきた習慣に用いる表現について理解を深め、聞き

手に配慮しながら、主体的に伝え合おうとしている。 

授業観察 

発話評価 

 

書くこと 

a: <知識>現在完了形を理解している。 

  <技能>これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読ん

だりしたこと、継続してきた習慣に関する情報や質問などを書い

て伝える技能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じてこれまでに聞いたことがあること

について，聞いたり読んだりしたこと、継続してきた習慣に関する

情報や質問などを書いて伝えている。 

c: これまでに聞いたことがあることについて，聞いたり読んだりし

たこと、継続してきた習慣に用いる表現について理解を深め、読み

手に配慮しながら、主体的に書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

中間考査  

クリーンエ

ネルギー 

＆投票にい

こう 

 

話すこと 

[発表] 

a: <知識>比較表現と助動詞を理解している。 

 ＜技能＞ある地域・国の特性や投票率について、日本と比較した場

合の特徴を話して伝える技能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じてある地域・国の特性や投票率につ

いて、日本と比較した場合の特徴の理由を話して伝えている。 

c: ある地域・国の特性や投票率について、日本と比較した場合の特徴

に用いる表現について理解を深め、聞き手に配慮しながら、主体的

に話そうとしている。 

授業観察 

発話評価 

課題提出 

 

話すこと 

[やりとり] 

a: <知識>比較表現と助動詞を理解している。 

  <技能>前もって準備したうえで、ある地域・国の特性や投票率に

ついて、日本と比較した場合の特徴を伝え合う技能を身に付けて

いる。 

b: 前もって準備したうえで、ある地域・国の特性や投票率について、

日本と比較した場合の特徴などを話して伝え合っている。 

c: 前もって準備したうえで、ある地域・国の特性や投票率について、

日本と比較した場合の特徴の説明に用いる表現について理解を深

め、聞き手に配慮しながら、主体的に伝え合おうとしている。 

授業観察 

発話評価 

 

書くこと 

a: <知識>比較表現と助動詞を理解している。 

  <技能>前もって準備したうえで、ある地域・国の特性や投票率に

ついて、日本と比較した場合の特徴などを書いて伝える技能を身

に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じて前もって準備したうえで、ある地

域・国の特性や投票率について、日本と比較した場合の特徴などを

書いて伝えている。 

c: 前もって準備したうえで、ある地域・国の特性や投票率について、

日本と比較した場合の特徴について理解を深め、読み手に配慮し

ながら、主体的に書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

期末考査  

３ 

特別なチョ

コレート 

＆フェアト

レード 

話すこと 

[発表] 

a: <知識>関係代名詞を理解している。 

 ＜技能＞動物などの特徴や、最近感動したことについて伝える技能

を身に付けている。 

b: 動物などの特徴や、最近感動したことについて話して伝えている。 

c: 動物などの特徴や、最近感動したことについての説明に用いる表

現について理解を深め、聞き手に配慮しながら、主体的に話そうと

している。 

授業観察 

発話評価 

課題提出 
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話すこと 

[やりとり] 

a: <知識>関係代名詞を理解している。 

  <技能>動物などの特徴や、最近感動したことについて伝え合う技

能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じて動物などの特徴や、最近感動した

ことについて話して伝え合っている。 

c: 自動物などの特徴や、最近感動したことについての説明に用いる

表現について理解を深め、聞き手に配慮しながら、主体的に伝え合

おうとしている。 

授業観察 

発話評価 

 

書くこと 

a: <知識>関係代名詞を理解している 

  <技能>動物などの特徴や、最近感動したことについて書いて伝え

る技能を身に付けている。 

b: 目的や場面、状況などに応じて動物などの特徴や、最近感動した

ことについて書いて伝えている。 

c: 動物などの特徴や、最近感動したことについて理解を深め、読み手

に配慮しながら、主体的に書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


